
取締役

人事・総務担当技術開発室・知財・コンポジットPJ担当

取締役上席執行役員

丸谷 等

社員一人ひとりが生き生きと働き、やりがいを感じる職場環境の整
備は創造性やイノベーションの源泉となり、企業の成長に不可欠な
ものと考えます。企業変革は一朝一夕には実現できない長期的な取
り組みですが、人事・総務担当役員として人的資本の最大化を図り、
変革と多様性で持続的成長と社会貢献の両立を目指します。

私のパーパスは「技術立社」。独自の技術力と「アウトサイド・イン」思
想で社会課題を解決する製品を提供し続ける。そのためにも、従来
の供給を中心としたビジネスモデルから脱却し、循環型経済に対応
した新素材の開発や再エネの普及など、多角的な取り組みを通して
社会の役に立ち続ける企業への転換を進めています。

「技術立社」で、社会に必要とされ続ける 「人的資本経営」の推進で新たな価値創造へ

設備・生産・物流・CSR（安全・品質・環境）担当 グループガバナンス・法務・監査・海外担当

取締役常務執行役員

吉永 泰治

「蛇口をひねれば水が出る」という当たり前を、当たり前に供給し続け
ることが私のパーパスです。入社以来、当社が担う責任の大きさを
感じながら「真面目に社会貢献する企業であり続ける」という思いで
業務に向き合ってきました。持続可能な社会の実現に向けて、バイオ
コークスの導入や鉄管リサイクルを推進していきます。

ガバナンスは、社会の期待に応え、信頼を築くためのもっとも重要な
仕組みですが、その本質である「良心」を全社浸透するのが私の役割
です。「これはおかしい」と感じる感性を鍛え、すぐに相談できる風土
を築くことが健全な経営を支えます。また、海外担当としても、海外
の需要を取り込み、さらなる成長の基盤を構築していきます。

「当たり前を、当たり前に供給し続ける」 「良心」が企業を動かす、ガバナンスを鍛える

財務・DX推進担当

代表取締役社長

菊本 一高

当社のパーパスは、利益を出すことだけではありません。創業者は利
他的な精神で水道管事業を始めました。私たちの使命は、次の世代
へ社会インフラを引き継ぐことです。変化の激しい時代だからこそ、
挑戦を恐れず、未来を見据えた事業活動を推進します。そして、社員
一人ひとりが力を発揮し、社会とともに成長する企業であり続けます。

社外取締役

佐藤 友彦
1978年 、稲畑産業（株）入社。住環境、合
成樹脂、化学品などの専門分野および人事
分野において、取締役を含む要職を歴任。
2021年6月から当社社外取締役、現在に
至る。

社外取締役

澤井 清
1978年、（株）鴻池組入社。主に土木の事
業分野において、取締役を含む要職を歴
任。2022年6月から当社社外取締役、現
在に至る。

社外取締役

白井 久美子
1985年、日本ユニシス（株）（現 BIPROGY）
入社。主に人事部門、グローバルビジネス
の責任者として取締役を含む要職を歴任。
2025年6月から当社社外取締役、現在に
至る。

財務資本、利益の源泉は非財務領域の「社員のモチベーション向上」
にあると考えています。未来からのバックキャストを意識した戦略的
思考と現場主義に根ざした実践的なアプロ－チにより、人・技術・財
務・DXを統合的にとらえ、独自のモノづくりを通して社会に貢献して
まいります。

水もインフラもあまねく未来につなげる
マイ パーパス マイ パーパス

「社員のモチベーション向上」が利益の源泉

取締役上席執行役員

藤本 容志

取締役上席執行役員

浦地 好博

取締役常務執行役員

織田 晃敏

マイ パーパス マイ パーパス

マイ パーパス マイ パーパス

■役員一覧 （2026年6月25日現在）

監査役

執行役員など

1983年、当社入社。鉄構部門、化成品部
門、鉄管部門など複数の管理部門長、執行
役員鉄管事業部長、CSR 推進室長の要職
を歴任。2023年6月から当社監査役、現
在に至る。

常勤監査役 藤本 幸隆
1996年、センチュリー監査法人（現 EY 新
日本有限責任監査法人）大阪事業所入所。
2003年、公認会計士有田事務所開設。
2017年6月から当社社外監査役、現在に
至る。

社外監査役 有田 真紀
1986年、（株）富士銀行（現 みずほ銀行）入
行。みずほ銀行取締役副頭取、みずほ第一
フィナンシャルテクノロジー（株）代表取締役
社長などを歴任。2025年6月から当社社
外監査役、現在に至る。

社外監査役 安原 貴彦

上席執行役員

東京支社長

栗本 健

上席執行役員

総合企画室長

大野 博史 執 行 役 員

財務・内部統制担当

野口 安次 執 行 役 員

技術開発室長

硲 昌也

上席執行役員

パイプシステム事業部長

中西 総一郎 上席執行役員

化成品事業部長

松村 信

執 行 役 員

素形材エンジニアリング事業部長

野口 博嗣 執 行 役 員

建材事業部長

阿部 隆 執 行 役 員

機械システム事業部長

山崎 晃史

執 行 役 員

バルブシステム事業部長

中川 康司
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株式の状況 （2026年3月31日現在） 所有者別株式分布状況 （2026年3月31日現在）

所有株式数別株主分布状況 （2026年3月31日現在）

発行可能株式総数 190,000,000株

発行済株式の総数 63,992,450株

単元株式数 100株

株主数 26,363名

大株主（上位10名） （2026年3月31日現在）

株主名 持株数（千株） 持株比率（%）

日本マスタートラスト
信託銀行株式会社（信託口） 5,917 9.6

太陽生命保険株式会社 5,043 8.2

日本生命保険相互会社 3,393 5.5

株式会社日本カストディ銀行（信託口） 3,338 5.4

株式会社りそな銀行 2,220 3.6

株式会社みずほ銀行 1,811 2.9

クリモト従業員持株会 1,565 2.5

岩谷産業株式会社 1,449 2.3

BNP PARIBAS LUXEMBOURG / 2
S / JASDEC / FIM / LUXEMBOURG
FUNDS / UCITS ASSETS

1,385 2.2

株式会社奥村組 1,015 1.6

組 織（2026年10月1日現在）

社名 株式会社栗本鐵工所

英文社名 Kurimoto, Ltd.

創立 1909年2月2日

設立 1934年5月10日

資本金 31,186,098,159円

従業員数 1,380名（単体）

2,238名（連結）

会社の概要 （2026年3月31日現在） クリモトグループ （2026年10月1日現在）

海外関係会社
1 栗鉄（上海）貿易有限公司（中国）
2 栗光股份有限公司（台湾）
3 Readco Kurimoto, LLC（アメリカ合衆国）
4 Kurimoto USA, Inc.（アメリカ合衆国）

※1 �当社は自己株式（2,884,670株）を保有しておりますが、上記の表に
は記載しておりません。

※2 持株比率は自己株式を控除して計算しております。
※3 �自己株式には、株式給付信託（BBT）の信託財産として株式会社日本

カストディ銀行（信託 E 口）が保有する当社株式415,200株は含ん
でおりません。

※1 �2025年10月1日付で株式分割に伴う定款の変更が行われ、発行
可能株式総数は190,000,000株に変更しております。

※2 �2025年10月1日付で当社が発行する普通株式につき1株を5株に
する株式分割を実施し、発行済株式の総数は63,992,450株となっ
ております。

会社概要 株式の状況

国内関係会社
1 栗本商事株式会社（大阪府）
2 ヤマトガワ株式会社（大阪府）
3 北海道管材株式会社（北海道）
4 クリモトロジスティクス株式会社（大阪府）
5 クリモトパイプエンジニアリング株式会社（大阪府）
6 株式会社本山製作所（宮城県）
7 株式会社ケイエステック（富山県）
8 八洲化工機株式会社（大阪府）
9 ジャパンキャステリング株式会社（福岡県）
10 日本カイザー株式会社（東京都）
11 株式会社ゼンテック（東京都）
12 ツカサ工業株式会社（大阪府）
13 クリモトポリマー株式会社（大阪府）
14 株式会社クリモトビジネスアソシエイツ（大阪府）
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※対象期間 : 2022年4月4日～2026年８月31日　※2025年10月1日付の株式分割（1株→5株）を遡及調整した株価および出来高を表示しています。

株価と出来高の推移
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